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表 1 苗調査結果 (昭 59年 4月 25日播種 )
Iま  し  め に

今日の機械移植型の稲作において生産費の低減は重要な

課題の一つであるが,本県では稲作の労働時間の約 20%を
占める育苗において,とりわけそれが重要である。昭和59,

60,61年 の 3か年にわたり,稚苗をより省力,省資材の点
で推し進めた育苗日数10日 の苗―短期稚苗の育苗について

検討し,本田の生育についても調査した。

試 験 方 法

苗の生育目標を,育苗日数10日 ,葉齢 15葉として育苗
を行った。品種はァキヒカリを供試し,播種量 200, 250
,/箱,床土+覆上の厚さ15, 25m,施肥は無肥料及
び硫安をN成分で 1夕 /箱灌注区を設けた。また播種後48,
72時間の出芽加温について検討し,置床設置後のハゥス内
の夜間保温は被覆資材で行った。

本田の試験は移植が昭和59年は 5月 24日 ,60年,61年は
5月 7日 , 5月 13日 , 5月 20日 ,施肥Nは 3カ年とも08
+03″ /α ,品種は 3か年ともァキヒカリ,60年には極
早生のハッコガネも併せて供試した。植付深に関する試験

は, 1, 4, 7 cmの 3区 ,湛水深に関する試験は3. 6,
9 cllの 3区を設けた,人工気象室での処理は15℃で,ヮ グ
ネルポットに移植した個体を供試した。除草剤の薬害は,
直播用の剤.初期剤,体系是正剤合わせて,剤を供試して
検討した。

表 2 苗調査結果と出穂期,収量 (昭 59)

試 験 結 果

昭和59年の一度目の試験結果から加温出芽48時間では,

十分な生育量が確保されず,72時間の加温が必要であるこ

とが明らかになった。二度目の播種結果を表 1に示したが,

保温により苗長,葉齢は進んだ。無肥料区の苗長,葉齢は
劣ったが,最長根長は逆に長かった。床土量力沙 ない区は
灌水によって床土むらができやすく,ま た地上部,地 ド部
とも乾物重力河 さヽい傾向であった。播種量の違いによる生

育の差は明瞭ではなかった。

同年三度目の播種による苗生育及びそれらの本田生育の

結果を表 2に示した。ここでは目標とした生育の苗が得ら

れ,稚苗並かそれ以上のマット強度が得られた。本田移植
後の気象条件も良好で,出穂期は稚苗より3～ 5日遅れた
ものの登熟歩合も高く,いずれの区も玄米重は60″ /● 以

上であった。

表 3に昭和60年の移植期ごとの各苗の生育と,本田の生
育収量調査の結果を示した。 5月 13日 植えの苗は苗代期間

の温度が低かったため生育量は十分でなかったが,機械移
植に支障はなかった。出穂期はハツコガネがアキヒカリに

比べて 5月 7日 植え, 5月 20日植えで11日 , 5月 13日 植え

で,日早かった。稚苗との比較では短期稚苗が 4日遅れた

が,収量はいずれの移植期でも稚苗よりも増収した。 5月
7日 植えではいずれの苗も移植直後の低温により生育が停
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表 3 苗調査結果と本田の生育収量 (昭60)

移 植＼
(月・日)

登  熟

5/7

5/13

s/20

注 A;ア キヒカリ H;ハ ツコガネ

精玄米重
(″/a)

643

64 7

58 8

64 9

35 7

滞し,葉先枯がみられた。これには苗質の影響も考えられ,
昭和61年には夜間保温苗と無保温苗について本田の発根に

ついて検討した。その結果,本田及び人工気象室いずれの
試験でも発根に明瞭な差は認められなかったが,分げつの

発生なども含めて苗質については更に検討中である。

図 1は移植深を変えて移植後 7日 目の発根をみたもので

あるが, 7 cmでは劣ったが 1, 4αではその差は明瞭では
なかった。図 2に湛水深を変えて発根をみた結果を示した

が,完全に水没の状態の 9ぃの湛水としても発根に与える
影響は小さかった。

5月 7日植 5月 13日植

図 : 植付深と発根 (昭 60,本田7日 目)
A,B;アキヒカリ H,ハッコガネ A,H;Nl′灌注
B;N,P205,K20土 壌混和
N;新根数 L;最長新根数

本田 7日 目  人気 5日 目 人気10日 目
図2 湛水深と発根 (昭 60)
A;短期稚苗 稚 ;稚苗 人気 :人工気象室

61年には除草剤の薬害を,稚苗に準じた使用法で検討し
たが,供試した 9剤いずれも薬害は認められなかった。

育苗日数10日 の短期稚苗の育苗法を明らかにした。

短期稚苗の発根に与える移植深及び湛水深の影響は,一
般的な移植,圃場条件の範囲では小さかった。
出穂期は稚苗より3～ 5日 遅れたが,収量は稚苗並であ
った。また極早生品種との組み合せで作期の拡大が可能と

思われた。

稚苗に準じた除草剤の使用で薬害は認められなかった。
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